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謹啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は格別なご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。
この度、下記項目につきまして、検査の受託を開始いたしますのでご案内申し上げます。

謹白

受託開始日　2026年3月16日（月） ご依頼分より

● HPV簡易遺伝子型（6遺伝子型、3グループ判別）
（依頼コード No.77488）

（依頼コード No.77490）

（依頼コード No.77489）

（依頼コード No.77491）

婦人科液状化検体細胞診容器（LBC容器）にて採取された子宮頸部擦過検体を用いて、婦人科細胞診

検査とヒトパピローマウイルス（HPV）簡易遺伝子型（6遺伝子型、3グループ判別）の「共用依頼

（下記2種）」に対応するセット検査を新設いたします。

2種類の容器（ThinPrep、SurePath）ごとにセットコードをご用意いたしましたので、ご利用ください｡

①婦人科LBC同時：婦人科LBCの結果に関わらず、HPV簡易遺伝子型（6遺伝子型、3グループ判別）

検査を同時に実施いたします。

②婦人科LBC追加：婦人科LBCの結果がASC-USの時のみ、HPV簡易遺伝子型（6遺伝子型、3グルー

プ判別）検査を追加して実施いたします。

項 目 名

新 規 受 託 項 目

No.2026-13   Date 2026.3.

次ページに続きます

婦人科LBC同時（ThinPrep）
（SurePath）

（SurePath）
婦人科LBC追加（ThinPrep）

資料、お問い合わせは担当者または最寄りの営業所までお願いいたします。

☎0570‒085‒212 FAX（011）787‒2191札幌本社：〒007‒0867 札幌市東区伏古七条三丁目5番10号



2

①婦人科LBC同時 ： 婦人科LBCとHPV簡易遺伝子型（6遺伝子型、3グループ判別）を同時に
実施する検査

受託要領

セットコードNo. 77488 77490

セ ッ ト 名 HPV簡易9細胞診同時T HPV簡易9細胞診同時S

セ ッ ト 内 容

02725　婦人科LBC 
14272　（親）HPV簡易9種同時T

（子）23709　HPV判定
（子）23710　16型判定
（子）23711　18型判定
（子）23712　31型判定
（子）23713　45型判定
（子）23714　51型判定
（子）23715　52型判定
（子）23716　33/58型判定
（子）23717　35/39/68型判定
（子）23718　56/59/66型判定

17528　婦人科LBCs 腟部頸部
14274　（親）HPV簡易9種同時S

（子）23729　HPV判定
（子）23730　16型判定
（子）23731　18型判定
（子）23732　31型判定
（子）23733　45型判定
（子）23734　51型判定
（子）23735　52型判定
（子）23736　33/58型判定
（子）23737　35/39/68型判定
（子）23738　56/59/66型判定

検 体 必 要 量 患部擦過物

容 器 ThinPrep SurePath

検体の保存方法 室温

所 要 日 数 婦人科LBC : 4～9
HPV同時　　: 4～7

検査実施料/判断料

HPV簡易ジェノタイプ判定 ： 347点※1/150点（微生物学的検査）
婦人科LBC 　　　　　　　： 150点＋（45点※2）/130点（病理）

※1　厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等
に届け出た保険医療機関において、細胞診によりベセスダ分類がASC-US

（意義不明異形偏平上皮）と判定された患者又は過去に子宮頸部円錐切除
もしくはレーザー照射治療を行った患者に対して行った場合に限り算定で
きる。なお、過去に子宮頸部円錐切除もしくはレーザー照射治療を行った患
者については細胞診と同時に実施した場合も算定できる。
HPV核酸検出とHPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）を同時に実施した
場合は主たるもの1つのみ算定する。

※2　婦人科材料等液状化検体細胞診加算

備 考

・ご依頼の際は専用依頼書（LBC・HPV検査依頼書）をご使用ください。
・HPV簡易遺伝子型（6遺伝子型、3グループ判別）検査の単独依頼をご希望され

る場合は、依頼コードNo.14271（弊社Information No.2026-5参照）を
ご使用ください。

・HPV簡易遺伝子型（6遺伝子型、3グループ判別）は高リスク型HPV14種を検
出対象とします。その中の6種類は各遺伝子型（16型、18型、31型、45型、
51型、52型）について型別判定を行います。
残りの8種類は33/58、35/39/68、56/59/66の3グループに分けて、
グループ毎に報告しますが、グループ内の型別判定はできません。
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②婦人科LBC追加 ： 婦人科LBCの結果がASC-USの時のみHPV簡易遺伝子型（6遺伝子型、
3グループ判別）を追加実施する検査

受託要領

セットコードNo. 77489 77491

セ ッ ト 名 HPV簡易9細胞診追加T HPV簡易9細胞診追加S

セ ッ ト 内 容

02725　婦人科LBC 
14273　（親）HPV簡易9種追加T

（子）23719　HPV判定
（子）23720　16型判定
（子）23721　18型判定
（子）23722　31型判定
（子）23723　45型判定
（子）23724　51型判定
（子）23725　52型判定
（子）23726　33/58型判定
（子）23727　35/39/68型判定
（子）23728　56/59/66型判定

17528　婦人科LBCs 腟部頸部
14275　（親）HPV簡易9種追加S

（子）23739　HPV判定
（子）23740　16型判定
（子）23741　18型判定
（子）23742　31型判定
（子）23743　45型判定
（子）23744　51型判定
（子）23745　52型判定
（子）23746　33/58型判定
（子）23747　35/39/68型判定
（子）23748　56/59/66型判定

検 体 必 要 量 患部擦過物

容 器 ThinPrep SurePath

検体の保存方法 室温

所 要 日 数 婦人科LBC                 : 4～9
HPV追加（細胞診報告後） : 4～7

検査実施料/判断料

HPV簡易ジェノタイプ判定 ： 347点※1/150点（微生物学的検査）
婦人科LBC 　　　　　　　： 150点＋（45点※2）/130点（病理）

※1　厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等
に届け出た保険医療機関において、細胞診によりベセスダ分類がASC-US

（意義不明異形偏平上皮）と判定された患者又は過去に子宮頸部円錐切除
もしくはレーザー照射治療を行った患者に対して行った場合に限り算定で
きる。なお、過去に子宮頸部円錐切除もしくはレーザー照射治療を行った患
者については細胞診と同時に実施した場合も算定できる。
HPV核酸検出とHPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）を同時に実施した
場合は主たるもの1つのみ算定する。

※2　婦人科材料等液状化検体細胞診加算

備 考

・ご依頼の際は専用依頼書（LBC・HPV検査依頼書）をご使用ください。
・HPV簡易遺伝子型（6遺伝子型、3グループ判別）検査の単独依頼をご希望され

る場合は、依頼コードNo.14271（弊社Information No.2026-5参照）を
ご使用ください。

・HPV簡易遺伝子型（6遺伝子型、3グループ判別）は高リスク型HPV14種を検
出対象とします。その中の6種類は各遺伝子型（16型、18型、31型、45型、
51型、52型）について型別判定を行います。
残りの8種類は33/58、35/39/68、56/59/66の3グループに分けて、
グループ毎に報告しますが、グループ内の型別判定はできません。




